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「くまもと防災ウィーク（４月）」について

＜目的＞
熊本地震の災害の記憶を薄れさせないため、災害の経験や

教訓を活かした防災の取組みの啓発を強化する期間を
「くまもと防災ウィーク（４月）」として定め、
県民の皆様の防災意識を高めていただく機会とします！

＜期間＞
４月１４日（前震）、１６日（本震）を含む２週間程度
※令和７年度は４月１１日（金）～４月２５日（金）
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取組内容 日 程 場所 等

(1)熊本地震犠牲者
追悼式の開催

4月14日（月）
10:00～10:20

※11:00～17:00一般献花

県防災センター祈念碑前

(2)「県防災センター
展示・学習室」及び
「熊本地震震災ミュー
ジアムＫＩＯＫＵ」の
特別開館

4月11日（金）
～25日（金）

※期間中は毎日開館し、
展示・学習室では
毎日防災研修を実施

県防災センター展示・学習室
熊本地震震災ミュージアムＫＩＯＫＵ

(3)パネル展の開催
4月11日（金）
～25日（金）

県防災センター展示・学習室
県各広域本部・地域振興局ロビー
熊本地震震災ミュージアムＫＩＯＫＵ

＜県の取組内容①＞

令和７年度の「くまもと防災ウィーク（４月）」について



取組内容 日 程 場所 等

(4)情報発信

①県ホームページに
専用ページ設置

4月11日（金）
～25日（金）

②県政広報テレビ
「GO！くまモン☆ナビ」

4月25日（金） 木村知事出演

③テレビ、ラジオ、SNS投
稿

4月11日（金）
～25日（金）

(5)各種訓練の実施による
体制強化

県防災センター等
（職員参集訓練、災害対策本部室
運営訓練）

＜県の取組内容②＞

令和７年度の「くまもと防災ウィーク（４月）」について



令和７年度の「くまもと防災ウィーク（４月）」について

市町村名 取組内容 日 程 場 所

熊本市
防災パーク
震災復興パネル展示

4月13日（日）
4月16日（水）

花畑広場
下通アーケード

大津町 熊本地震セミナー 4月16日（水） 大津町文化ホール

御船町 「復興の鐘」除幕式 4月14日（月） 御船町ふれあい公園

益城町
熊本地震のつどい
献花台設置

4月14日（月）
4月14日（月）～16日（水）

益城町震災記念公園

＜市町村の取組内容＞ ※現時点で県が把握しているもの



基本理念：分散型サイエンスパーク



くまもとサイエンスパーク ５本の矢

④半導体人材育成に特化した大学・研究機関の誘致

⑤学生・企業・研究者が共同で利用できる施設の整備

③「パークマネジメント法人」の設立

②新たな産学官連携拠点

「イノベーション創発エリア」の整備

①半導体関連企業や半導体を使うユーザー企業の集積



物流機能
の向上

地域のための
共同研究

くまもとサイエンスパークを支える施策

生活・住環境
の充実

インフラ
の充実

国家戦略
特区の活用

サイエンスパークの
機能を充実させる施策

サイエンスパークの
特色を出す施策



くまもとサイエンスパークの将来展望

【九州内の連携】
【県内全域への波及】

【東アジアを代表する拠点】





中国訪問について

期 間 令和７年３月２６日（水）～２９日（土）

主な訪問先（予定）

＜広西壮族自治区（県の姉妹友好提携先）＞

○自治区幹部との会談 等

＜上海＞ 以下の各社へのトップセールス

○航空会社（中国東方航空及び上海吉祥航空）

○クルーズ船社（ロイヤル・カリビアン社）

○貨物船社（ＳＩＴＣ社）



「人事・人材育成基本方針」改定

〈主な改定の内容〉

◎ “県民が主人公の県政”を推進するため、
新たな“本県の求める職員像”を明確化

◎ 人材育成や人事制度の充実に加えて、
「職員が安心して働き続けることができる

職場環境づくり」を推進

◎ 市町村の人材育成・確保に対する支援を推進



「人事・人材育成基本方針」改定の概要

【人材育成・確保】

【人事制度】
【安心して働き続ける

ことができる職場環境】

・ 多様な手法で状況に
応じた人材確保

・ 職員の主体的な能力開発支援
による職務意識の向上

・ 人材育成に積極的な職場づくり

・ 人事評価を活用した人材育成

・ 人材育成につながる
人事評価

・ 職員の能力・意欲を
重視した人事配置

・ ライフステージに応じた配置

・ 勤務成績の給与への反映

・ 心理的安全性が高く、
職員が最大限の力を
発揮できる体制構築

・ 風通しが良く、組織全体
で対応できる組織づくり

・ 全ての職員が
働きやすい職場づくり

◎ 人事・人材育成の基本的な方向◎ 本県の求める職員像

既存の枠から“飛び出す”精神で
積極果敢にチャレンジする職員

現場主義・スピード感・コスト意識
をもって県政を推進する職員

成長志向とチームスピリットを
持ち活き活きと輝く職員

“県民が主人公の県政”を推進



◎ 人事・人材育成に係る主な具体的取組

２ 育成・評価

１ 求める人材の確保 ３ 配置・処遇

４ 組織としての対応力の向上

５ 職員が働きやすい職場づくりの推進

‣現場主義を第一とした既存の枠から
飛び出す行動力・発想力の習得

‣デジタル時代にふさわしい
行政サービスを提供する意識・能力の習得

‣新規採用職員などの若手職員の育成

‣民間企業等経験者採用の充実

‣多様な受験者の確保に向けた
採用試験の見直し

‣機動的な業務体制の構築に向けた人材確保

‣職員の能力や適性を活かす人事配置の推進

‣定年引上げに伴う６０歳以上の職員の活躍

‣柔軟な業務執行体制の構築

‣管理監督者の人材マネジメント能力の向上

‣ハラスメントのない職場づくり（カスハラ対策の充実）

‣仕事と育児・介護が両立できる環境の整備

◎ 市町村の人材育成・確保に対する支援
‣人事交流による市町村職員の能力開発

‣県主催の研修に市町村職員の受講枠設置

‣デジタル人材の育成に向けた講師派遣

‣複数自治体間における共同採用方式の検討



～３月２５日から県庁総合案内がリニューアル！～

●リモート受付のトップ画面の変更、手話・筆談希望カードの設置



～３月２５日から県庁総合案内がリニューアル！～

●総合案内システムの検索機能の追加

【名前で検索】【目的で検索】



～３月２５日から県庁総合案内がリニューアル！～

●翻訳機能の充実

７言語で対応が可能。
【日本語、英語、中国語（簡体字）中国語（繫体字）、韓国語、フランス語、ベトナム語】

〇総合案内システム〇リモート受付


